
愛媛県立医療技術大学図書館利用規程 

 

平成22年規程第67号 
 

第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、愛媛県立医療技術大学学則（平成22年規程第２号）第５条第２項の規定に

基づき、愛媛県立医療技術大学図書館（以下「図書館」という。）の利用に関し必要な事項を

定めるものとする。 
 

 （用語の定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところ

による。 

 （１）図書館資料  図書、逐次刊行物、視聴覚資料その他図書館の目的達成に必要な資料の

総称をいう。 

 （２）図書     思想、知識、感情、情報等を他人に伝達するため、紙等に筆写又は印刷

し、一定の厚さに製本したもので、パンフレット又は逐次刊行物と区別さ

れるものをいう。 

 （３）逐次刊行物  継続して発行される出版物で、その出版物ごとに号数又は年号 

月号等があり、終期を予定しないものをいう。 

 （４）視聴覚資料  画像、映像、音声等、文字以外の表現方法で主に記録されたものをいう。 

 （５）その他の資料 
 

 （開館時間） 

第３条 図書館の開館時間は、次の表のとおりとする。 

区分 開館時間 

月曜日から金曜日まで ９時から21時まで 

土曜日（ただし、夏季及び冬

季休業中を除く） 

９時から17時まで 

２ 前項の規定にかかわらず、図書館長が特に必要と認めたときは、この限りでない。 
 

 （休館日） 

第４条 図書館の休館日は、次のとおりとする。 

 （１）日曜日、夏季及び冬季休業中の土曜日 

 （２）国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

 （３）12月28日から翌年１月４日まで 

 （４）図書の点検整理等に必要な期間 

２ 図書館長は、特別の事情があると認めるときは、臨時に休館日を設けることができる。 
 
 
 
 
 



 （施設の利用） 

第５条 利用者（第６条各号に規定する者をいう。以下同じ。）が使用できる図書館内の場所は、

次のとおりとする。ただし、第４号に規定する場所の使用については、第６条第１号及び第２

号の利用者に限るものとする。 

 （１）閲覧室 

 （２）ブラウジングルーム 

 （３）視聴覚コーナー 

 （４）個室ブース 

 （５）グループ研究室 

２ 前項第３号、第４号及び第５号に定める場所の使用方法は、図書館長が別に定める。 

 

第２章 利用者 

 （利用者の範囲） 

第６条 図書館を利用することができる者は、次のとおりとする。 

（１） 愛媛県立医療技術大学（以下「本学」という。）の教職員（非常勤を含む。以下同じ。） 

（２） 本学の学生（特別聴講学生、科目等履修生、聴講生及び研究生並びに外国人留学生を含

む。以下同じ。） 

（３） 調査研究のため来館した学外者 
 

（図書館利用上の注意） 

第７条 図書館を利用する者は、次の各号を守らなければならない。 

（１）静粛を保つこと。 

（２）特に認められた場所以外では、協議、討論に類する行為や音読、雑談等を行わないこと。 

（３）図書館施設及び図書館資料等を汚損及び破損しないこと。 

（４）飲食、喫煙はしないこと。 

（５）文書等の配布、貼付、各種の勧誘その他利用者の迷惑となる行為をしないこと。 

（６）その他係員の指示に従うこと。 

２ 第６条第３号の利用者は、入館に際して所定の手続きを経なければならない。 

３ 第１項各号及び前項のいずれかに違反した者は、退館させられることがある。 

 

第３章 閲覧及び複写 

 （閲覧） 

第８条 利用者は、閲覧室及びブラウジングルームの資料を自由に閲覧することができる。 
 

 （閲覧上の注意） 

第９条 前条の資料を閲覧する者は、次の各号を守らなければならない。 

（１）第５条第１項に定める場所で閲覧すること。 

（２）同時に閲覧する冊数は、必要最小限にとどめること。 

（３）閲覧を終了した図書は、配架位置に正しく戻すこと。 

（４）その他係員の指示に従うこと。 



 

 （複写） 

第10条 図書館資料は、著作権法（昭和45年法律第48号）の範囲内において複写することができ

る。 

２ 前項に要する経費は、複写の申込者が負担しなければならない。 

３ 複写に関する必要な事項は、図書館長が別に定める。 

 

第４章 貸出 

 （図書借出券） 

第11条 第６条第１号の利用者に対しては、あらかじめ図書借出券（様式第１号）を交付する。

なお、第６条第２号の利用者の図書借出券は学生証が兼ねることとし、その取扱いについては

この規程によるほか、愛媛県立医療技術大学学生規程（平成22年規程第94号）第４条の規定を

準用する。 

２ 第６条第３号の利用者で、次の各号に該当するものが図書の貸出しを希望する場合は、図書

借出登録願（様式第２号）を図書館長に提出するものとする。 

（１）本学及び愛媛県立医療技術短期大学の卒業生及び修了生 

（２）県内に居住する者 

（３）県内の学校に在学する者 

（４）県内の事業所に勤務する者 

（５）その他図書館長が認める者 

３ 図書館長は、前項の願い出を受理したときは、現住所が記載されている本人であることが確

認できる書類又は学生証を確認の上、借出しの許可を行い、図書借出券（様式第１号）を交付

するものとする。 

４ 前項の許可を受けた者（以下「許可者」という。）が、その有効期間内に図書借出登録願の

各項目に変更を生じた場合は、直ちにその旨を図書館長に届け出なければならない。 
 

 （有効期間） 

第12条 図書借出券の有効期間は、次のとおりとする。 

（１）第６条第１号の利用者  在職期間 

（２）第６条第２号の利用者  在籍期間（修業年限を超える場合は再交付申請が必要） 

（３）許可者  図書館長が必要と認める期間 

２ 前項第３号の有効期間は、図書館長が特に必要と認めた場合は、更新することができる。 
 

 （再交付） 

第13条 紛失、汚損又は破損により図書借出券の再交付を希望する者は、図書借出券再交付願（

様式第３号）を図書館長に提出するものとする。 

２ 旧の図書借出券は、前項の再交付により失効する。 
 

（館外貸出手続） 

第14条 図書の館外貸出を受けようとする者は、当該図書に図書借出券を添えて申し出るものと

する。 



 

（館外貸出冊数及び期間） 

第15条 同時に館外貸出を受けることができる図書の冊数及び期間は、次のとおりとする。 

（１）第６条第１号の利用者            10冊以内  ３週間以内 

（２）第６条第２号の利用者で学部に所属する学生  10冊以内  ２週間以内 

（３）第６条第２号の利用者で大学院に所属する学生 10冊以内  ３週間以内 

（４）許可者                    ５冊以内  ２週間以内 

 

２ 前項の規定にかかわらず、図書館長が特に必要と認めた場合には、特別の取扱いをすること

ができる。 
 

 （館外貸出禁止図書） 

第16条 次に掲げる図書館資料は、館外貸出はしない。 

（１）貴重図書及びこれに準ずるもの 

（２）逐次刊行物 

（３）視聴覚資料 

（４）その他図書館長が指定する資料 

２ 前項の規定にかかわらず、図書館長が特に必要と認めた場合には、館外貸出をすることがで

きる。 
 

 （転貸の禁止） 

第17条 館外貸出を受けた図書は、他人に貸与してはならない。 
 

 （館外貸出図書の返却） 

第18条 館外貸出を受けた者は、貸出期間が満了したとき、又は次の各号のいずれかに該当する

ときは、直ちに当該図書を返却しなければならない。 

（１）この規程に違反したとき。 

（２）教職員が転出若しくは退職するとき、又は休職するとき、若しくは停職に処せられたと

き。 

（３）学生が卒業、退学等により学籍を離れるとき、又は休学するとき、若しくは停学に処せ

られたとき。 

（４）その他図書館長が必要と認めたとき。 
 

 （館外貸出の予約） 

第19条 館外貸出を受けようとする図書が既に貸出中の場合は、当該図書の返却後の館外貸出を

予約することができる。ただし、許可者はこの限りではない。 

 

第５章 参考調査及び相互利用 

 （参考調査の依頼） 

第20条 利用者は、教育、研究等のため、参考となる学術情報の提供及び資料の調査を依頼する

ことができる。ただし、第６条第３号の利用者は、図書館内の資料調査に限るものとする。 
 



 （相互利用） 

第21条 第６条第１号及び第２号の利用者は、教育、研究等のため、他の大学図書館又は公共図

書館等（以下「他大学図書館等」という。）の資料の利用の斡旋を依頼することができる。 

２ 図書館長は、他大学図書館等から図書館資料の利用の申込みがあった場合は、これに応じる

ことができる。 

３ 前２項に要する経費は、依頼者が負担しなければならない。 

４ 相互利用に関し必要な事項は、図書館長が別に定める。 

 

第６章 罰則 

 （紛失、損傷図書の賠償） 

第22条 利用者が図書を紛失又は損傷した場合には、直ちにその旨を図書館資料紛失（損傷）届

（様式第４号）により図書館長に届け出るとともに、その指示により賠償しなければならない。 

２ 館外貸出期限を30日経過してもなお返却しない場合があるときは、紛失とみなし前項の規定

を適用する。 
 

 （利用停止） 

第23条 図書館長は、この規程に違反した者に対し、図書館の利用を停止することができる。 

２ 利用停止に関しては、別に図書館長が定める。 

 

第７章 その他 

 （補足） 

第24条 この規程に定めるもののほか、図書館の利用等に関し必要な事項は、教授会の議を経て

図書館長が定める。 

 

 

   附 則 

１ この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

２ この規程施行の際現に廃止前の愛媛県立医療技術大学図書館利用規程（平成16年４月１日制

定）により交付されている図書館利用券については、この規程により交付された図書借出券と

みなす。 

 

附 則 

１ この規程は、平成24年４月１日から施行する。 

２ この規程施行の際現にある改正前の様式第４号の用紙は、当分の間、これを訂正して使用す

ることができる。 

 

附 則 

１ この規程は、平成25年１月１日から施行する。 

 



附 則 

１ この規程は、平成26年４月１日から施行する。 

２ この規程施行の際現にある改正前の様式第４号の用紙は、当分の間、これを訂正して使用す

ることができる。 

 

附 則 

１ この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

 

附 則 

１ この規程は、平成28年４月１日から施行する。 

 

様式第１号（第11条関係） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 図書館用バ-ｺ-ド貼付欄 

 (縦0.8㎝×横2.4㎝） 

 

 

図書借出券 

 

       愛媛県立医療技術大学図書館 

 

       伊予郡砥部町高尾田５４３番地 

       TEL (089)958-2111(代) 

         (089)960-0061(直通) 

       FAX (089)958-2177 

 

 

 

                           氏 名 

 

                            

 

 



様式第２号（第11条関係） 

 

 

図 書 借 出 登 録 願 

 

  年   月   日 

愛媛県立医療技術大学図書館長 様 

 

  貴図書館の蔵書を調査・研究のため借り出しいたしたく、愛媛県立医療技術大学 

図書館利用規程第11条第３項の許可をくださるようお願いします。 

 

            氏
ふり

  名
がな

                       

住  所〒   -                   

                                        

            自宅TEL                        

            日中連絡のつくTEL                   

           本学及び医療技術短期大学卒業・修了 学科名        科 

 

  所 属 （該当する□に一つだけレ印を付け、下線部を記入してください。） 

 

１．学生  □大学生（含短大・高専） □大学院生 □看護学校生 □その他 

大学・専門学校名            

               

２．大学（含む短大・高専）関係者  □教員 □職員 大学名           

       

３．医療福祉関係従事者  □看護師・准看護師 □臨床検査技師 □保健師  

            □助産師 □介護福祉士 □その他 

 

４．その他  □生徒・児童 学校名・学年            年  

□その他  

館長 係 有効期限 借出券番号 証明書確認 

   .    .     

 

 運転免許証 保険証 学生証 

その他（       ） 新規 更新 

備  

考  

御記入の住所・TELは資料返却にかかる当館からの連絡に、所属は利用統計に使い、個人

情報保護法を遵守し、他の目的には使用しません。 



様式第３号（第13条関係） 

 

 

図書借出券再交付願 

 

  年   月   日 

愛媛県立医療技術大学図書館長 様 

 

氏
ふり

名
がな

                 

住所 〒               

                                    

                    （T E L）            

 

 下記のとおり貴図書館交付の図書借出券を（紛失・汚損・破損）したので、再交

付をお願いします。 

 

記 

 

 １ 図書借出券番号     

  

２ 紛失年月日           年    月    日 

 

  

再交付してよいか伺います。           年   月   日 

館長 係 

 

 

 

 

 

決 裁 再交付 

    年    月    日 
    年    月    日 

図書借出券番号(新) 



様式第４号（第22条関係） 

 

 

図書館資料紛失（損傷）届 

 

                         年   月   日 

愛媛県立医療技術大学図書館長  様 

 

氏
ふり

名
がな

                 

（所属・学年） 

 

                                    

（学外の方は連絡先もお書きください） 

住所 〒  －            

                                    

                    (TEL)              

 

  下記図書を借用中に紛失（損傷）しました。図書賠償について、ご指示を 

いただきますようお願いします。 

 

記 

 

1 紛失（損傷）図書名及び登録番号 

 

 

２ 紛失（損傷）理由 

 

  年  月  日 

館長 係 

 

 

 

 

 

決 裁 備 考 

    年   月   日  


